

















（ 続紙 １ ）                             













































































（続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
 
本論文は、プッシュボタン式電話機のように、表示機能がない端末から、限られた
情報を入力して検索が行える入力方式を考案し、大規模な実用システムを開発し、
評価を行った結果を示している。また、この入力方式を用いて、スマートフォン上
に有用なアプリケーションが開発可能であることを示している。 
 
本論文において得られた主要な成果を以下に示す。 
 
1．1990年代後半に電話機のテンキーを使用して1文字を1タッチで入力して個々の文
字を指定しない、曖昧性を許容する文字情報縮退入力方式を考案した。この入力方
式は、提供の代償として、入力された情報が具体的には文字ではなく、キー上の数
字であることによって生じる文字に対する曖昧性を許容することになる。そこで、
この曖昧性を解消するための知的対話誘導技術を提案した。 
 
2．文字情報縮退入力方式と曖昧性解消技術を適用した、電話番号案内の自動化シス
テムを実用化し、このサービスを商用サービスとして1998年に提供して評価を実施
した。このサービスは2007年にサービスを終了するまで多くの人に利用され、検索
処理された呼数は約1300万件にのぼる実績を有する。 
 
3. 文字情報縮退入力方式が有用な応用分野を明らかにするために、文字コード化入
力方式、文字情報縮退入力方式、マルチタップ入力方式、フリック入力方式の4方式
を取り上げ、それぞれの入力方式の長所・短所を明らかにした。 
 
4．文字情報縮退入力方式が開発された後に、携帯電話機やスマートフォンが販売さ
れ、簡易端末環境に変化が生じている。そのため、スマートフォンの時代において
も、文字情報縮退入力方式が有効であることを検証するために、電子的に収集可能
な情報を基にデータベースを作成し、各表記レベルでの情報の縮退状況、重複度状
況を仔細に調査した。その結果、文字情報縮退入力方式の適用領域、適用条件を明
らかにした。 
 
5．上記応用例として、Wikipediaのソースファイルから抽出・加工した人物名事典
をスマートフォン上のソフトテンキーから検索するアプリケーション（スマホアプ
リ）を試作した。このスマホアプリを使用して、有名人を検索する入力実験を実施
した。この結果、文字情報縮退入力方式は、どの年代層の人にもすぐに受け入れら
れて効率的な入力操作ができること、また、高年齢層の人にとっては、従来の入力
方式よりも、覚え易く使い易い入力方式であることを明らかにした。 
 
以上、本論文はフルキーボードを持たない簡易端末のための文字入力方式を提案
し、その有効性を論じたものである。本論文の研究成果は、簡易端末上のアプリケ
ーションの研究開発にとって有用で、学術上、実用上寄与するところが少なくな
い。よって、本論文は博士（情報学）の学位論文として価値あるものと認める。ま
た、平成27年7月31日論文内容とそれに関連した口頭試問を行った結果、合格と認め
た。 
 
 
